
問合せ／地域支援センター（☎297-5903）

認知症の人と家族のためのヒント集

「認知症789（しち・はち・きゅう）」

　「認知症789（しち・はち・きゅう）」は、

認知症の症状ごとに対応方法をまとめた

ヒント集となっています。表面に、認知

症の症状への対応方法をエピソードごと

に4コマ漫画で掲載。裏面には、「もの忘

れ相談医」を中心とした医師が、症状の医

学的背景の説明や、具体的な対応方法を

紹介しています。認知症の人とその家族

が、日常で起こるできごとに、どのよう

に対応すれば良いのか分かりやすい内容

となっています。市ホームページから入

手できますので、ぜひ活用してください。

　これまで、市では、認知症に対する理

解を深めてもらうためのパンフレット

「認知症123（いち・に・さん）」や、体や

頭を働かせ楽しみながら認知症を学ぶこ

とができる「認知症456（すごろく）」など

を作成してきました。令和7（2025）年に

は、高齢者の5人に1人が認知症になる

と予想されています。認知症の人の意思

が尊重され、できる限り住み慣れた場所

で「自分らしく」暮らし続けることがで

きるような地域づくりを目指していきま

しょう。

▼「認知症789（しち・はち・きゅう）」
　東部高齢者支援センターと東部高齢者支援センター
サポーター会議が、水戸市医師会もの忘れ相談医や
認知症疾患医療センターの医師監修のもと作成しま
した。市公式YouTubeチャンネルでは、
4コマ漫画に音をつけた動画版も公開して
います。あわせて活用してください。

ご
は
ん
、ま
だ
？

ごはん、まだ？
─もの忘れへの対応

＊いつもうまくいくわけではありません。
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掲載エピソード

①薬を飲み忘れている
②財布を盗られた!
③鍋を焦がしてしまう
④何度も確認
⑤�何度も同じことを
　聞いてくる
⑥�わたし頭がおかしく
なっちゃった

⑦今は朝?昼?夜?
⑧虫が見える
⑨ごはん、まだ?
⑩風呂、入らん!

⑪怒りっぽくなった
⑫汚れ物を隠す
⑬�車にこすり傷がたくさん
ある

⑭お札で買い物をする
⑮夏なのにコートって
⑯夕暮れ時は忙しい
⑰夜寝ない
⑱�なんでも集めてため込む
⑲�家に帰ってこれなく
　なった
�⑳あんた、誰?
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対応法 ②

本人の興味のある話題にすり替

えたり、ドライブに誘って場所

を変えるのも良いです。いつで

も使えるように番組を録画して

おくのも良いです。

対応法 ③

食べ終わった食器をしばらく片

付けずに置いておく方法もあり

ます。

中核症状（必ず現れる症状）：短期記憶障害

　もの忘れは認知症の代表的な症状のひとつです。食事が済んで間もないのに、「ご

飯はまだか？」と催促されることがあります。これは短期記憶を保てないために食べ

たことを忘れてしまうということです。

　「さっき食べたばかりでしょ！」と否定的な対応をすると、なかには「俺を飢え死に

させるつもりか！」と過激な反応を示す方もいます。これは家族に恨みがあって言っ

ているのではなく、食事をしたという行為自体をすっぽりと忘れてしまうために、本人

にとっては理不尽なことと感じてしまい、怒りにつながってしまうのです。

対応法 ①

「用意しているからお茶飲んで

て」と、食事の代わりになるもの

を提供してみましょう。（1日分

を小分けにしても良いです）

どうすれば

いい？

医師からの

アドバイス

このケース

のポイント

　短期記憶障害は、脳の「海馬」という部分が障害されることで起こります。記憶をとどめ

ておける時間が数分ともたないこともあります。認知症になると新しいことを覚えにくくなる

のはそのためです。認知症初期には比較的直近の記憶から失われていき、次第に思い出

せないことが増えていきます。

　記憶障害は本人に自覚がありません。そのため、度重なる物忘れや記憶が薄れていくこ

とへの不安や焦りから、怒ったり混乱したりする場合があります。記憶障害で最も不安に

なるのは本人です。本人の気持ちを想像しながら対応することが大事です。

　なるべく穏やかな気持ちで、そのたびに初めて聞くつもりで接してみましょう。

─ 原外科医院　原 毅（もの忘れ相談医）
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